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1.はじめに

近年、パイプなどの検査方法として電磁超音波発生

器 EMAT を用いた非破壊検査法が研究されている。
EMATは被測定物と直接接触させる必要がないため適
用範囲が広いという長所があるが、一方で信号が弱く

損傷探査精度が低いという短所がある。本研究では、

EMATの信号を強めて損傷探査精度を向上するための
増幅器の開発を行い、複数の EMATを用いた損傷探
査を行う。

2.電磁センサの設計・製作

損傷探査を行うための電磁超音波送受信実験の構成

図を図 1に示す。本研究で行う損傷探査実験では受信
機を複数使用するため、受信用 EMATと増幅器が複
数必要となる。そこで蛇行型EMAT及び 62.6dBの増
幅度を持つ増幅回路の設計・製作を行った。製作した

増幅回路を図 2に示す。

3.損傷探査実験

本実験では、ラム波を送受信できる蛇行型EMATを
用いてスチール板上で透過法・反射法による損傷探査を

行った。反射法とは損傷で反射された波を受信し、そ

の振幅と時間から損傷の深さと位置を推定する方法で

ある。図 3に反射法を用いた損傷探査実験の構成図を
示す。伝搬速度（1555m/s）と時間（3.8581× 10−4s）
から反射波の伝搬距離は約 60cmとなり、実際の損傷
の場所に一致する。

次に損傷の深さと反射波の振幅との関係を調べるた

めに、損傷の深さを変えて損傷実験を行った。損傷の

深さが 0.4mm、0.8mmの時の受信波形を図 4に示す。
直接波、反射波の受信強度の比と損傷の深さとの関係

について検討を行った結果、反射波の強度は直接波に

対して損傷の深さ 0.4mmの場合約 75% 、損傷の深さ
0.8mmの場合約 54% となり、損傷が深いほど反射波
の振幅が小さくなった。このことは反射波の振幅から

損傷の深さを推定可能なことを示している。以上の結

果から、作成した受信機を用いた反射法による損傷探

査実験によって、損傷の位置と大きさが推定できるこ

とを確認した。
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図 1: 電磁超音波送受信実験の構成図
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図 2: 作成した増幅回路図
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図 3: 反射法を用いた損傷探査実験構成図
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図 4: 損傷の深さが 0.4mm（上）と 0.8mm（下）の時
の受信波形の比較


